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　　太陽課月例報告

幹事　柴　　田　’淑　次

　七月は，豫想外に全くいNお天氣に恵まれた．雨の降った日も極く僅か

で，日照時間も非常に多く，太陽観測に好適の月であった．併し，悲しい

哉，今月は，私にミつて，全く忙しい月であって，族行ξ白白εが，重な

り重なって，こう々々太陽爲眞一枚も撮る日がなかった．大きい羅鮎も可

なり出現したらしいのに，誠に残念である、八月は，叉大學の天文皇が花

山の新築天文墓へ移轄するのミ，私の族行ミで，撮影の出來さうにない事

を1豫め御断りして置く．

　以上により，今月は，唯，九月の太陽物理表ε，例によって．六月の黒

鮎襯測者の開封藪の一覧表のみを掲げる．

日　　付 Po Bo LO

一o Q o
9月　3日 十21。57 十7．22 2S3．91

8 22．73 725 217．88
13 23．74 722 151．86
18 24．60 7．14 85．85
23 25．30 7．01 19．85

28 25β3 6．83 313．86

註τ一上記の値：1ち　日本中央標準時の午前九er（：相當す都

　　　9月8日頃に［工：Boが，最大になろ事1＝御注意．

S・A・F・愈員の黒馳観測報告一覧（六月）

一

観測　者 観　測　地 機　　　械
1倍制方法　　一1　　　一

三澤勝衛 長野縣諏訪 屈折80mm
　　「83×

@｝直親
義井壽彦 大分縣臼杵町 〃　55mm 64×　　，　　〃

宮本正太耶 廣島市 〃　5Smm 64×　／　〃
今　津　　績 兵庫縣大野村 反射75mm 39X　　l　　〃
日　野　　勝 愛媛縣砥部町 屈折40mm 50x　l　〃
濱田雪中 大阪市 〃　　20mm 5×　1　投影
伊吹高峻 東京市 〃　58mm 32×i直覗
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襯測部流星課報告　（小樵孝二郎）

観測部流星課報告

　　　　流星課長

　　小　愼　孝i二　郎

五月に於ける流星観測者は下記の通りである．

槻測者　　（略符） 襯 測 地 塑時間牌測個数

分

小旗孝二郎 （Ko） 和歌山縣有田郡金屋 595 42

改獲香鳩 （K：a） 紳戸市西須磨 110 2

原田i些太郎 （Ha） 大分市大分橋通三丁目 155 8

田申鐵馬 （Ta） 輻岡市外箱崎町中小踏3226中島方 480 25

武重駿仙 （Ts） 長野市北石堂町 950 80

山崎幸夫 （Ym） 大阪府中河内郡龍華町安申 130 1

寺垣畳・一 （Te） 利歌山縣有田郡鳥屋城村 120 9

宮原亥重子 （Mi） 長野市南常則 420 22

小林　保 （Kb） 長野縣上水内郡柏原村 60 1

　　　総ffEi貫iJ日吉…数　　　　　　3020分　　　　　　　　　　総養見灘｝1］Jf固撒　　　　　　190f固

　以上の外，京大理學部の村上忠敬氏（Mk）及廣島市の長谷秋男氏（Hs）

氏より火球を各一個づN報告されナこ．

1）観測されたる流星を各日別に記せば次の通りミなる．

、訓
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k

4　5　6 工01112工314 1718 202122 24 262728293031

（Ko） GO 7】4 412　0 5 0

（Ka） 2

（Ha）
げ　　　　　o

ｱ》　o

（Ta） B 5 0　　　　．2　0
（Ts） 15　　玉3 714 2 11　5　1 〇　五　　2工

（Ym） 0　0 1
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2）次に0等以上の大流星及ひ火球の観測を集録するミ

他其色サ速

1鷹
R
τ

↓
黛8
B

「
恨

鍍
蹄
司

舗
蕊
m

墾
．
5

刻時

分
0
6

1

陣
G
3

2

付
玉
ユ
5

口
目
一

問慰者丞漁網消滅黒占備考
　　　　　　　　　　　僕　　　　S　　　Ct　　　S
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e潰滅
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3）上旬の水瓶座流星群

　この流星群はハリー彗星に關聯するものであるが，從來本邦ではあまり

観測されてるない涼星群であみ．本年度は月の園係がよくて二三の人々に

よって槻測を計叢されたが天寸寸の爲充分なる結果を牧め得なかった．

　1．出現門門

1｛　日付

齪測時間 （obs） 流星数 水瓶群
同左一・時

ﾔ亭均
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一』i
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1腎』0分＿ナ4晒30分 （Ta） 18 4 L14 0 月（25）

1　　5
220　．→4　G （K：o） 7 4 2．40 2 （月25）

1

〃 315　→420 （Ha） 5 2 工．85 0 月（26）
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225　→355 （Ko） 14 7 4．67

O
l

月（27）

…　　〃 250　→420 （Ha） 3 3 2．00 Ol 〃

1　　〃
3　5　→4　5 （Ts） 13 2 2．00 0 〃

…　u 240　，今340

@　　　　　1
（Ko） 4 12 2．00

@　　1
2＿チ1

備蓄（A）5日曉（Ta）の齪測挙試撒の少執工輻射黙が地平線上に出でざる時

　　　　　よりの醤恥則時間数ノ冶算入．し7こる爲なvJ・

　　　（B）同日嘆i（Ha）の総覧中iこば水瓶群に腸すうもの猫3個ありしビ・　これ

　　　　　Zl・ec幽すれば早同数［14．62　Sなる．

　　　（C）6日曉（Ha）の襯測中にも水瓶群［こ属するもの猫4個認めナこる由．故に

　　　　　幽幽算入すれば，一・時間築脚数は4・67定なり・（Ko）のf面：に一致す・

　　　水瓶群槻測個数計　24個
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II．光度ミ其の割合．

観測されたる24個の流星を光度別に整理すれば次の如くになる．
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　IV．　輻射黒占ミ軌道i要素

　叙上の齪測より求められt幅下黒占は4個ある．其中Koが六日曉の7個

．より誘導せる輻射鮎をRA＝336。　Decl．・＝一〇．5’εして拠物線軌道を計算し

ナこ，比較の爲めハレー彗星の要素をも併記して置く．
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莱　武重氏は12日，20日，31日の三回に亙って鷲座δ附近に輻射雪占’を求

　められてるる．これは果して同一の流星群？　否？　來年度に託て之．

　れが輻射鮎の検出をするi要があらう：三思ふ．（1929．6・16）

　　　　　　　　　　　　彗星課より

　　　　　　　　　　課長　　山　　本　　一　　清

　本誌第460頁の記事を書いて二三日した時．コペンハ1グン天文皇から

二つの新彗星獲見電報を受け取った．一つはニウジミン氏が八月2日目護

見伽3等星．他はフオルベス氏が其の翌日に獲見した光度不明星何れも

太陽ミの蜀衝に近い位置である．八月十日の夜，中村三三が帥戸支部幹事

改嚢氏の15センチ赤道儀で之れ等を捜したが，竺のため見えなかつナこ

由．二つEもに新しいものらしい，從って，豫期されてみるペラインやジ

ヤコビニ等は依然εして音が無い．（BULLETIN　157）


